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帆船をイメージした外観（線路側から）

受付 エントランスホール

ライブラリー 教室

　東京ビジネス学園（東京都目黒区、吉岡
公珠理事長）が東京都新宿区で進めてきた
グレッグ外語専門学校新宿校の建て替え工
事が完成した。学生らが可能性と向き合い
夢を探求する学びを「航海」と捉え、帆船に

見立ててデザインした新校舎が船出する。
マルチカルチャーで知られる新大久保の地
に新たに誕生した新校舎の設計をＭＥＴ
（東京都渋谷区）、施工を安藤ハザマが担
当した。

　マルチカルチャーで知られる新大久保の地
に、新宿校が新たな学びのターミナルステー
ションとして生まれ変わりました。年に
迎えたグレッグ教育グループ創立周年を記
念した校舎建て替えは、当初計画からコロナ
禍を挟んで実行してきました。
　新校舎のコンセプトは、出会い＋融合創
出、そして旅立ちです。世界約カ国から集
い学ぶ学生たちが、体験を通して新たなアイ
デアや価値観を創造する場所―国際ターミナ
ルラウンジとなることを目指しています。世
界から東京へ、そして東京から世界をつなぐ、
より良い未来へのターミナルステーションと
なるべく、教育を通じて社会に貢献してまい
ります。
　建物外観には、線路側の防音壁に船と帆を
モチーフとしたデザインを取り入れていま
す。また、学生と教師が共有できる最上階の
ライブラリーは、紺碧（こんぺき）のカーペ
ットに白とグレーの家具をあつらえ、「海」
を連想させる色でコーディネートしました。

　建物の低層は、学生たちが語らい、ブレー
ンストーミングできる共有スペースを多く取
り入れました。１階に設けたカフェは、異な
る視点や価値観が出会い、融合することによ
ってイノベーションを生む場にしたいと考え
ています。外部の方にも利用いただき、職業、
年齢、国境を越えた人たちが関わる面白さや
大切さを実感していただければ幸いです。
　新宿校が開校した年代は、新大久保周
辺に教育施設があまりなく、寂しい場所でし
た。その後、日本語学校が増え、現在はコリ
アンタウンや異文化がひしめき合う一大国際
タウンに変貌を遂げました。グレッグを巣立
った卒業生もグローバル社会で活躍していま
す。
　グレッグはこれからも、地域の方々と共に
成長していきます。新しく生まれ変わった新
宿校は、地域貢献を起点に社会に必要とされ
る人材を育成しながら、地域、そして社会に
愛される学校となるようまい進してまいりま
す。

　本プロジェクトは老朽化したグレッグ外語
専門学校新宿校の建て替え計画です。敷地は
新大久保の繁華街の北端に位置し、ＪＲ山手
線に面し真横を電車が往来する立地のため、
二つの大きな課題がありました。
　一つは電車の往来時に敷地北東側の線路鉄
橋部よりdBもの外部騒音が発生している
こと。そして、もう一つは鉄道近接工事とな
るため、施工時に大きな制限を課せられるこ
とです。

　この二つの課題を解決するために、主体構
造はＲＣ造とし遮音性を高めて開口部を限定
すること、そして近接工事制限への影響が大
きい地中部（線路より低いレベル）において
構造体とレールとの離隔を確保し、施工制限
を緩和しつつ、上層部（線路よりも高いレベ
ル）で床をオーバーハングさせることで学園
の求める床面積を確保する設計としました。
　特にデザイン上の制約となる遮音対策にお
いては、開口部を限定しつつも閉鎖的で重た
い印象を持たず、学生たちの明るい未来を感
じさせる校舎デザインを検討しました。そこ
で、壁に開口部を穿つのではなく、薄い壁を
軽やかに並べ、その隙間を開口部を抱かせる
構成を導きました。壁をより抽象的に、そし
て動きのある面としてデザインすることで、
校舎は帆船のように軽やかで自由な形態が連
なるダイナミックな外観を実現しています。
　そして、それらの壁から内側に折り返した
位置にサッシを設えることは、室内に侵入す
る外部騒音の回折減衰効果を生み出し、教室
内の良好な音環境を実現に寄与しています。

ＭＥＴ株式会社　代表取締役　西内元省

外壁

屋上テラス 階段から教室へ

■工　事　名　称：（仮称）グレッグ百人町新校舎新築工事
■工　事　場　所：東京都新宿区百人町２－６－
■発　注　者：学校法人東京ビジネス学園
■設計・監理：ＭＥＴ株式会社（旧北川原温建築都市研究所）
■施　　　工：株式会社安藤・間　首都圏建築支店
■用　　　途：専修学校

■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：地下１階地上５階
■工　　　期：年４月１日～年８月日
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